
二

検
出
さ
れ
た

放
射
性
物
質
の

種
類
が
明
ら
か

で
、
か
つ
、
二

種
類
以
上
の
放

射
性
物
質
が
あ

る
場
合

イ

濃
度
の
測
定
に
よ
り
管
理
す
べ
き
空
気
中
の
放
射
性

物
質
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
に
つ
い
て
の
前
号

イ
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
た
値
に
対
す
る
割
合
の
和
が

一
と
な
る
よ
う
な
そ
れ
ら
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

イ
の
値
を
十
分
間
以
上
継
続

し
て
検
出
す
る
こ
と
。

ロ

放
射
能
の
測
定
に
よ
り
管
理
す
べ
き
空
気
中
の
放
射

性
物
質
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
射

能
の
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
放
射
性
物
質
の
放
射
能
に
つ
い
て

の
前
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
た
値
に
対
す
る
割
合

の
和
が
一
と
な
る
よ
う
な
そ
れ
ら
の
放
射
性
物
質
の
放

射
能
の
値

ロ
の
値
を
累
積
（
原
子
炉
の

運
転
等
の
た
め
の
施
設
の
通

常
の
運
転
状
態
に
お
け
る
放

射
性
物
質
の
放
出
に
よ
る
累

積
を
除
く
。）し
て
検
出
す
る

こ
と
。

ハ

水
中
の
放
射
性
物
質
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
放
射

性
物
質
の
濃
度
の
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

に
つ
い
て
の
前
号
ハ
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
た
値
に
対

す
る
割
合
の
和
が
一
と
な
る
よ
う
な
そ
れ
ら
の
放
射
性

物
質
の
濃
度

ハ
の
値
を
十
分
間
以
上
継
続

し
て
検
出
す
る
こ
と
。

三

検
出
さ
れ
た

放
射
性
物
質
の

種
類
が
明
ら
か

で
な
い
場
合

イ

濃
度
の
測
定
に
よ
り
管
理
す
べ
き
空
気
中
の
放
射
性

物
質
に
あ
っ
て
は
、
空
気
中
濃
度
限
度
（
当
該
空
気
中

に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
放
射
性
物

質
の
種
類
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
排
気
筒
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
場
所
に
お
け
る
一
秒
間
当
た
り
の
放
出

風
量
で
除
し
て
得
た
値
の
う
ち
、
最
も
低
い
も
の
に
、

当
該
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
地
点
の
特
性
に
係
る

別
表
に
基
づ
く
係
数
を
乗
じ
て
得
た
値

イ
の
値
を
十
分
間
以
上
継
続

し
て
検
出
す
る
こ
と
。

ロ

放
射
能
の
測
定
に
よ
り
管
理
す
べ
き
空
気
中
の
放
射

性
物
質
に
あ
っ
て
は
、
空
気
中
濃
度
限
度
（
当
該
空
気

中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
放
射
性

物
質
の
種
類
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
、
最
も
低

い
も
の
に
、
当
該
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
地
点
の

特
性
に
係
る
別
表
に
基
づ
く
係
数
を
乗
じ
て
得
た
値

ロ
の
値
を
累
積
（
原
子
炉
の

運
転
等
の
た
め
の
施
設
の
通

常
の
運
転
状
態
に
お
け
る
放

射
性
物
質
の
放
出
に
よ
る
累

積
を
除
く
。）し
て
検
出
す
る

こ
と
。

ハ

水
中
の
放
射
性
物
質
に
あ
っ
て
は
、
水
中
濃
度
限
度

（
当
該
水
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
放
射
性
物
質
の
種
類
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
う

ち
、
最
も
低
い
も
の
に
五
十
を
乗
じ
て
得
た
値

ハ
の
値
を
十
分
間
以
上
継
続

し
て
検
出
す
る
こ
と
。

第
六
条

令
第
四
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
区
域
は
、次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
原
子
力
事
業
者
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
区
域
と
す
る
。

加
工
事
業
者

核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域

原
子
炉
設
置
者

実
用
発
電
用
原
子
炉
（
核
原
料
物
質
、核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
規
制
法
」
と
い
う
。）第
四
十
三
条
の
四
第
一
項

に
規
定
す
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
を
い
う
。）の
設
置
の
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
実
用

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
一
条
第
二
項
第
四
号
に
、核
原
料
物
質
、

核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二

十
四
号
）
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
研
究
開

発
段
階
に
あ
る
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
二

項
第
四
号
に
、
そ
れ
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、

運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
一
条
の
二
第
四
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域

第
七
条

令
第
四
条
第
四
項
第
五
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
象
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の

イ

沸
騰
水
型
軽
水
炉

及
び
加
圧
水
型
軽
水

炉
（
実
用
発
電
用
の

も
の
に
限
る
。）、
重

水
減
速
沸
騰
軽
水
冷

却
型
原
子
炉
並
び
に

ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型

高
速
炉
に
係
る
原
子

炉
の
運
転
等
の
た
め

の
施
設
（
以
下
「
大

規
模
原
子
炉
施
設
」

と
総
称
す
る
。）

\

原
子
炉
の
非
常
停
止
が
必
要
な
場
合
に
お
い
て
、通
常
の
中
性
子
の
吸
収
材（
ナ

ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
中
性
子
の
吸
収
材
の
電
動
駆
動

に
よ
る
挿
入
を
除
く
。）に
よ
り
原
子
炉
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

]

原
子
炉
の
運
転
中
に
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
の
作
動
を
必
要
と
す
る
原
子
炉
冷

却
材
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
冷
却
材
を
汲
み
上
げ

る
設
備
の
機
能
を
超
え
る
原
子
炉
冷
却
材
）
の
漏
え
い
が
発
生
す
る
こ
と
。

^

原
子
炉
（
沸
騰
水
型
軽
水
炉
及
び
重
水
減
速
沸
騰
軽
水
冷
却
型
原
子
炉
（
以
下

「
沸
騰
水
型
軽
水
炉
等
」
と
い
う
。）に
限
る
。）の
運
転
中
に
当
該
原
子
炉
へ
の
す

べ
て
の
給
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
（
当
該

原
子
炉
へ
高
圧
で
注
水
す
る
系
に
限
る
。）が
作
動
し
な
い
こ
と
。

_

原
子
炉
（
加
圧
水
型
軽
水
炉
に
限
る
。）の
運
転
中
に
蒸
気
発
生
器
へ
の
す
べ
て

の
給
水
機
能
が
喪
失
す
る
こ
と
。

貯
蔵
事
業
者

使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域

再
処
理
事
業
者

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
総
理
府
令
第
十
号
）
第
一

条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域

廃
棄
事
業
者

規
制
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
許
可
を

受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種

廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
号
に
、
規
制
法
第
五
十
一
条
の
二

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
核

燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
二
種
廃
棄
物
埋
設
の
事
業
に
関

す
る
規
則
第
一
条
の
二
第
二
項
第
八
号
に
、
規
制
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規

定
に
基
づ
く
廃
棄
物
管
理
の
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質

に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
一
条
第
二
項
第
三
号
に

規
定
す
る
管
理
区
域

使
用
者

核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域

平成™›年 月˜›日 金曜日 (号外第™—˜号)官 報
２

令
第
四
条
第
四
項
第
二
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
及
び
同
号
の
規
定
に
よ
る
放
射
性
物
質
の

検
出
は
、
再
処
理
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
空
気
中
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
し
、
水

中
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
は
当
該
放
射
性
物
質
に
よ
る
実
効
線
量
が
五
十
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
る
値
を
、

一
回
の
海
洋
放
出
中
に
検
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

令
第
四
条
第
四
項
第
三
号
ロ
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
に

つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
放
射
能
水
準
と
す
る
。

一

検
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
種
類
が
明
ら
か
で
、
か
つ
、
一
種
類
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
放
射
性
物
質
の

種
類
に
応
じ
た
空
気
中
濃
度
限
度
に
五
十
を
乗
じ
て
得
た
値

二

検
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
種
類
が
明
ら
か
で
、
か
つ
、
二
種
類
以
上
の
放
射
性
物
質
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
れ
ら
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の
前
号
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
た

値
に
対
す
る
割
合
の
和
が
一
と
な
る
よ
う
な
そ
れ
ら
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

三

検
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
種
類
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
空
気
中
濃
度
限
度
（
当
該
空
気
中
に

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
放
射
性
物
質
の
種
類
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
、
最
も
低
い
も
の

に
五
十
を
乗
じ
て
得
た
値

３

令
第
四
条
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
放
射
線
量
又
は
放
射
性
物
質
の
検
出
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

一

放
射
線
量
に
つ
い
て
は
、
火
災
、
爆
発
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
象
の
発
生
の
際
に
、
令
第
四
条
第
四
項
第

三
号
イ
の
放
射
線
量
の
水
準
を
十
分
間
以
上
継
続
し
て
検
出
す
る
こ
と
。

二

放
射
性
物
質
に
つ
い
て
は
、
火
災
、
爆
発
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
象
の
発
生
の
際
に
、
前
項
の
規
定
に
基

づ
く
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
水
準
を
検
出
す
る
こ
と
。

４

火
災
、
爆
発
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
象
の
状
況
に
よ
り
放
射
線
量
又
は
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
が
困
難

で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
況
に
鑑
み
、
前
項
の
検
出
に
よ
り
令
第
四
条
第
四
項
第
三
号
イ
の
放
射
線
量
の
水

準
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
水
準
が
検
出
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
場
合
に
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
放
射
線
量
又
は
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
水
準
が
検
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
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